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総合型選抜

※ 時間は受講生数によって変動する場合があります。

芸術学部 芸術学科 芸術教養領域
コース 体験授業テーマ

全コース 興味から｢私だけの学び｣を
創ろう

体験授業内容

レクチャーを受けた後で、
自分自身の興味･関心を振り返り、
ワークシートに記入する。
口頭でプレゼンテーションを行う。

時間（9:30～14:30予定※）

レクチャー
ワークショップ

昼食休憩
プレゼンテーション

60分
90分
60分

約50分※

〈体験授業詳細〉
芸術教養領域では、アートやデザイン、マンガ、ゲーム、ボピュラー音楽、アニメ、映画など、学生一人ひとりが自分の興味から
｢私だけの学び」を創っていきます。
その学びを創るうえで大事にしていることが「振り返り」です。そこで、この体験授業では自身の興味・関心・好きなことなどを
振り返ってもらいます。
この体験授業を通じて、自身の興味・関心と芸術とがいかに深く結びついているかを感じてほしいと考えています。
①レクチャー（演習型）:教員の説明を聞きながら、キャンパス内の特徴的な場所を見学します。
　　　　　　　　　　  受講生はレクチャーを聞きながら意見を述べます。
②ワークショップ：こちらで用意したワークシートを使い、自分自身の興味・関心を振り返ります。
③プレゼンテーション：1人2～3分でワークシートの内容を口頭発表し、教員と受講生を交えて意見交換します。

〈体験授業の評価のポイント〉
体験授業への参加態度・積極性
作成したワークシート
口頭発表の内容・伝わりやすさ

〈試験当日持参物〉
①受験票（エントリー時）
②メモできるもの（メモ用紙と筆記具、スマートフォンやタブレットなどの電子媒体も可）
③筆記用具（こちらが用意する用紙に記入できるもの。色鉛筆、ペンなどを使っても良い）
④その他、自分の興味・関心を伝えるのに適切だと判断し、持参できるものならば自由。
⑤昼食

※ 時間は受講生数によって変動する場合があります。

教育学部 子ども学科
コース 体験授業テーマ

全コース 詩をモチーフにしたコラージュ作品を
共同制作しよう！

体験授業内容

テーマに沿ってグループで
共同制作を行い、
成果発表を実施する。

時間（9:30～12:00予定※）

体験授業(共同制作)
成果発表

70分
約20分※

〈体験授業詳細〉
配付された詩を読み解き、その世界をモチーフにしたコラージュ作品を共同制作をします。
最後に、グループごとに成果を発表しあうことで、詩の世界の解釈や制作した作品の工夫や良さ等について共有します。
授業の際、模造紙、カラーペン、色鉛筆、のり、ボンド、コラージュ用素材、ハサミ、カッター、カッターマットを使用予定です。
本学ですべて用意いたします。

〈体験授業の評価のポイント〉
制作を楽しみながら試行錯誤し、仲間と協調する姿勢など

〈試験当日持参物〉
①受験票（エントリー時）、②筆記用具

【専願】 自己PR型入学試験(1期～4期)
総合型選抜では、各学科・領域が求める学生像や学習成果、ならびに学力の3要素や身につけた技術・技能に基づき、面接や書類、自己表

現等によって、総合的に評価を行います。各学科・領域が求める学生像や学習成果については「アドミッション・ポリシー」をご覧ください。

 自己PR型入学試験は、本学アドミッション・ポリシーの理解を前提に、志望理由書および面接を通じて、主体性、多様性、協働性、創造
性等を問う方式としており、本学を目指す意欲、目的意識、適性等を総合的に評価します。
この方式は、全学科・領域共通の入学試験方式です。「専願」ですので、合格された場合、必ず本学に入学していただきます。

募集学部・学科・領域・コース

出願資格
下記の1～3のいずれかを満たす者
1. 日本国内における高等学校（中等教育学校後期課程、特別支援学校高等部を含む）を卒業した者、または2026年3月卒業見込みの者
2. 日本国内における通常の課程による12年の学校教育を修了した者、または2026年3月修了見込みの者
3. 学校教育法施行規則第150条の規定により、高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認められる次の各号の1つに該当す
る者、または2026年3月31日までにこれに該当する見込みの者
（1） 外国において学校教育における12年の課程を修了した者および2026年3月31日までに修了見込みの者、またはこれに準ずる者

で文部科学大臣の指定したもの
（2） 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の当該課程を修了した者、または2026

年3月31日までに修了見込みの者
（3） 専修学校の高等課程（修了年限が3年以上であること。その他文部科学大臣が定める基準を満たすものに限る）で文部科学大臣が

別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修了した者、または2026年3月31日までに修了見込みの者
（4） 文部科学大臣が指定した者
（5） 文部科学大臣の行う高等学校卒業程度認定試験または大学入学資格検定試験に合格した者、および2026年3月31日までに合格

見込みの者で、2026年3月31日までに18歳に達するもの
（6） 本学において、個別の入学資格審査により、高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者で、2026年3月31日まで

に18歳に達するもの
※（6）で出願する者は、出願開始の1か月前までに本学広報部学生募集チーム〔TEL：0568-24-0318〕まで電話でご連絡ください。

出願書類
①出願確認票　②調査書　③大学入学志望理由書（様式1-2）

入学試験概要
総合型選抜

全学部・学科・領域・コース
※芸術学部 芸術学科 音楽領域 プロフェッショナルアーティストコースを除く

1期～4期全ての期間において､大学内の学科･領域･コース間の学内併願が可能です｡複数の学科･領域･コースを併願して出願した
場合､合格された学科･領域･コースの中で､入学手続き期限までにどの学科･領域･コースで入学手続きをするかを選択することが
可能です。(※複数の学科･領域に出願した場合､件数分の検定料がかかります｡)
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選抜方法
全学部 全学科 全領域
〈1期・2期・3期・4期〉

コース 選抜方法① 選抜方法②

全コース
音楽領域プロフェッショ
ナルアーティストコース

を除く

）点001（）度程字002,1（書由理望志 ＋ 個人面接※（約15分・200点）

※調査書を参考資料とする。

⚫志望理由書に明示するテーマ
「大学入学志望理由書（総合型選抜自己PR型入学試験用）」（様式1-2）を使用し、出願する期の志望理由書に明示するテーマに沿って
志望理由を記述してください。
①いずれも文字数は1,100字～1,300字の範囲内とする。
②1回の受験で複数の学科・領域を志願する場合、上記①の字数範囲内で複数の志願学科・領域の内容について記述すること。

期 試験日 明示するテーマ

1期 2025年10月18日（土） あなたが志望している本学の学科・領域には、あなたにとってどのような魅力があると考えていますか。本学の
アドミッション・ポリシーに書かれている内容を踏まえて、志望する理由を明確に記述してください。

3期

2025年12月13日（土）

2026年3月17日（火）

あなたのこれまでの学びや経験を本学での学びにどのように活かしていきたいと考えていますか。志望している
本学の学科・領域のアドミッションポリシーの内容を踏まえて、志望する理由を明確に記述してください。

4期

2026年2月7日（土）

あなたが志望している本学の学科・領域のアドミッション・ポリシーのどのような点に共感しましたか。あなた
自身の具体的なエピソードを含めて、志望する理由を明確に記述してください。

2期

総合型選抜

あなたが志望している本学の学科・領域の学びを通じて、将来どのような活躍をしたいと考えていますか。本学の
アドミッション・ポリシーに書かれている内容を踏まえて、志望する理由を明確に記述してください。




